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1.  入札提案依頼の条件 
 

この入札提案依頼 (RfP) は契約締結の申し出ではなく、特定の要件を定義し、適格企業に 
対し、そのような要件に応えた回答を提出するよう求めるものです。RfP の発行、参加者の準 
備および回答の提出、それに続く Bekaert による受理と参加者の評価は、RfP に記載された 
すべての要件を満たしたとしても、Bekaert が御社あるいはその他の参加者の採用を決めたこと 
を意味しません。 

 
参加企業は、次のセクションで解説する目的に沿った入札を提出しなければなりません。しかし、 

弊社は独自の裁量に基づき、受理した入札および参加企業の相対的な能力次第で、地域あ 

るいは地域内の国ごとに別の落札者を決定する場合があります。参加企業は、特定対象地域 

固有の入札条件がある場合は、それを明確に述べなければなりません。すべての参加企業は、 

現在の自社能力を過大評価しないようご注意ください。 
 

落札した企業は、要求されたサービス開始日または商品納入日までに、サービスまたは商品の納 

入を完全に開始できる態勢になければなりません。参加企業が当該日に、提案したサービスを開 

始できない、あるいは提案した商品を納入できない場合は、回答に明確に代案を述べなければ 

なりません。また Bekaert は、これらおよびその他の RfP の要件を修正する、および/または新たな 

参加企業に回答と提案を提出するよう勧誘する権利も留保します。書面により契約を締結しな 

い限り、Bekaert は当該契約に含まれる条件に従う義務はありません。Bekaert は、参加企業 

が RfP への回答の準備、あるいは本入札勧誘プロセスに関連する Bekaert との話し合いまたは 

会合により発生するコストを、直接的にも間接的にも一切負担しません。 
 

Bekaert は、提案を評価する際に、独立した社外の者を使う権利を留保します。参加企業が 

書面により明示的に反対しない限り、これは承認されたものと見なされます。参加企業が機密 

扱いとした言明は、選択した社外関係者に自動的に適用されるものとします。 
 

 

選考前のプレゼンテーションで修正された内容、申し出および入札は、Bekaert の独自の判断 

において受理され、最終的な法的拘束力を持つ契約の一部となり得ます。 
 

Bekaert は、法的拘束力を持つ契約に署名するまでは、この RfP に関係して、いかなる時点 
でも事前の通知なしに、かつその独自の絶対的裁量において、1 社またはそれ以上のサプライヤ 

ーと交渉する権利、理由を開示せずに新たなサプライヤーを以後の検討対象としない権利、 
RfP の手続きを変更する、あるいは RfP のプロセスを終了する権利を留保します。 
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2.  機密保持条項 
 

参加企業がこの RfP と、本文書にある情報を受領したことは機密であり、他の企業および/また 
はその他の個人と共有してはなりません。ただし、参加企業が入札の準備のために本 RfP にア 
クセスする必要のある個人を除きます。 

 
すべての参加企業は、本 RfP に盛り込まれたすべての情報および本 RfP に関連して入手可 

能となったその他の情報あるいは文書を、厳密に機密と見なし、機密扱いとするものとします。 

参加企業は、そのような情報あるいは文書を厳密に機密保護、管理し、他の目的では使用せ 

ず、それらを開示しないあるいは開示させないものとします。ただし、本 RfP へ回答する目的の 

場合のみについては、その限りではありません。 
 

本 RfP に盛り込まれた情報を、本 RfP への回答を準備するために従業員または委任代理人 

に開示する必要がある場合、そのような開示は、知る必要があるという前提でのみ行なわれるも 

のとします。参加企業は当該者に対象となる情報の機密性を認識させ、当該者を本項の規定 

で拘束しなければなりません。 

3.  契約条項 

現行の入札条件の受理は、入札参加に必須です。しかし現行の入札条件を受理することは、 

Bekaert の一般的な購入条件を自動的に受理したことにはなりません。 
 

本 RfP プロセスの終了時に、Bekaert が本 RfP の一部あるいは全範囲を参加企業に与える場 

合は、本 RfP の付属書にある Bekaert の一般的な購入条件に従って行われることになります。 
 

Bekaert へのサプライヤーとして Bekaert の一般的な購入条件を受理しない場合、参加企業 
は本 RfP への回答に、その旨をはっきり言明しなければなりません。何の反対もない場合、参 
加企業は Bekaert の一般的な購入条件を受理したものと見なされ、当該企業による将来の 
納品またはサービス履行すべてに適用されることになります。 
 
 
賞へのさらの条件は、参加者によって行動のベカルトサプライヤーコードの受け入れでなければ
なりません。 


